
古
河
駐
屯
地
及
び
第
一
施
設
団
（
第
一

施
設
団
長
兼
古
河
駐
屯
地
司
令

平
栗
陸

将
補
）
は
、
六
月
三
日
「
古
河
駐
屯
地
創

立
六
十
四
周
年
・
第
一
施
設
団
創
隊
五
十

七
周
年
記
念
行
事
」
を
挙
行
し
た
。

第 ４９号 発 行

司 令 業 務 室

広 報 班
Ｈ ３ ０ ． ７ ． １ ０

当
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
部
内
外

か
ら
の
多
数
の
ご
来
賓
及
び
隊
員
家
族
や

地
域
の
方
々
、
約
五
千
五
百
名
が
駐
屯
地

を
訪
れ
た
。

富
士
学
校
音
楽
隊
の
演
奏
を
皮
切
り
に
、

観
閲
部
隊
指
揮
官

第
一
施
設
団
副
団
長

矢
田
一
佐
の
指
揮
の
下
、
観
閲
部
隊
が
参

加
し
整
列
す
る
中
、
執
行
者
で
あ
る
司
令

が
入
場
し
、
記
念
式
典
が
始
ま
っ
た
。

司
令
は
式
辞
の
中
で
「
『
自
衛
隊
へ
の

信
頼
感
』
を
礎
と
し
て
、
各
種
事
態
等
に

適
切
か
つ
万
全
な
態
勢
を
も
っ
て
対
応
し
、

国
民
の
負
託
に
こ
た
え
ら
れ
る
実
力
組
織

で
あ
る
べ
く
各
関
係
機
関
と
の
連
携
を
取

り
つ
つ
、
平
素
よ
り
準
備
、
訓
練
、
任
務

遂
行
に
、
よ
り
一
層
邁
進
し
、
併
せ
て

『
地
域
と
と
も
に
活
気
あ
ふ
れ
る
駐
屯
地

と
し
て
地
域
の
皆
様
か
ら
の
、
一
層
の
安

心
・
信
頼
を
獲
得
で
き
る
よ
う
活
動
を
行

っ
て
い
く
（
抜
粋
）
」
と
述
べ
た
。

観
閲
行
進
で
は
、
車
両
八
十
七
両
が
参

加
し
、
各
部
隊
の
指
揮
官
を
先
頭
に
主
要

装
備
品
が
堂
々
の
行
進
を
披
露
し
た
。

式
典
終
了
後
、
市
町
旗
紹
介
・
防
衛
大

学
校
ド
リ
ル
・
模
擬
戦
闘
訓
練
等
の
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
を
行
い
観
客
の
目
を
楽
し
ま

せ
た
。
特
に
、
模
擬
戦
闘
訓
練
で
は
、
74

式
戦
車
や
Ｆ
Ｈ
70
等
、
各
種
装
備
が
連
携

し
、
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
訓
練
を
展
示
し
、

来
場
者
は
驚
き
と
興
奮
を
隠
せ
な
い
様
子

だ
っ
た
。

式
典
後
は
、
装
備
品
展
示
の
中
で
双
腕

作
業
機
を
使
用
し
た
資
材
等
の
移
動
、
器

材
の
切
断
等
を
展
示
し
、
災
害
派
遣
の
際

は
民
間
の
器
材
を
使
用
し
て
瓦
礫
の
撤
去

作
業
な
ど
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し

動
的
展
示
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
ち
び
っ

こ
広
場
や
売
店
等
は
絶
え
ず
来
場
者
で
賑

わ
い
、
大
盛
況
で
あ
っ
た
。

昼
か
ら
は
、
体
育
館
に
お
い
て
祝
賀
会

食
が
行
わ
れ
、
駐
屯
地
協
力
者
等
が
多
数

参
加
す
る
中
で
隊
員
を
交
え
親
睦
を
深
め

る
事
が
で
き
、
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
た
。

防衛大学校ドリル

祝賀会食 模擬戦闘訓練 市町旗紹介

装備品展示（双腕作業機） 観閲行進

観閲部隊

執行者(平栗陸将補)

』



（２） 平成３ ０年７月１ ０日

古河駐屯地業務隊
屋代２尉

９月２日付

関東補給処古河支処
竹村准尉

９月２７日付

古
河
駐
屯
地
各
部
隊

等
は
、
四
月
十
日
か
ら

四
月
二
十
日
ま
で
の
間

で
六
社
、
計
四
十
三
名

の
企
業
生
活
体
験
を
実

施
し
た
。

企
業
生
活
体
験
で
は
、

企
業
の
要
望
で
あ
る
、

規
律
心
・
団
結
心
の
向

上
に
重
点
を
お
き
、
基

本
教
練
や
格
闘
・
連
結

行
進
・
重
材
料
運
搬
・

体
力
測
定
・
救
急
法
・

漕
舟
等
の
体
験
を
支
援

し
た
。
ま
た
、
自
衛
隊

の
任
務
等
も
説
明
し
、

多
岐
に
わ
た
る
活
動
な

ど
に
つ
い
て
認
識
を
深

め
て
い
た
。

着
隊
し
た
参
加
者
は
、

緊
張
し
た
面
持
ち
で
あ

っ
た
が
、
隊
員
達
と
接

す
る
う
ち
に
積
極
的
に

質
問
を
し
た
り
、
返
事

も
大
き
く
な
っ
て
い
き
、

緊
張
感
は
無
く
な
っ
て

い
っ
た
。

終
了
し
た
参
加
者
か

ら
は
、
「
基
本
教
練
等

で
の
集
団
行
動
や
、
人

を
指
揮
す
る
事
が
難
し

か
っ
た
。
」
「
集
団
生

活
に
戸
惑
っ
た
が
、
同

期
と
絆
を
深
め
る
事
が

出
来
た
。
」
「
会
社
で

は
出
来
な
い
様
々
な
事

を
体
験
さ
せ
て
頂
き
、

勉
強
に
な
っ
た
。
」
等

感
想
を
述
べ
た
。

三
日
間
と
い
う
短
い

期
間
で
は
あ
っ
た
が
、

内
容
の
濃
い
体
験
と
同

期
の
絆
を
深
め
、
参
加

者
達
は
駐
屯
地
を
後
に

し
た
。

救急法 重材料運搬

体力測定 格闘

第１０２施設直接支援大隊
秋山曹長

９月１８日付

漕舟（そうしゅう）

連結 基本教練

行進

古河駐屯地業務隊
牛久保技官

・

交通安全運動献血

四
月
六
日
か
ら
十
五
日
ま

で
の
間
、
駐
屯
地
に
お
い
て

交
通
安
全
運
動
を
実
施
し
た
。

四
月
十
日
を
「
交
通
事
故

死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」
に
設

定
し
、
出
勤
時
間
帯
に
あ
わ

せ
安
全
運
転
五
則
、
自
転
車

安
全
利
用
五
則
な
ど
を
呼
び

か
け
、
交
通
法
規
遵
守
精
神

の
高
揚
を
図
っ
た
。

関東補給処古河支処
渡邊１尉

９月２９日付

第１０２施設直接支援大隊
生沼曹長

１０月１５日付

六
月
八
日
、
曹
友
会
は
駐

屯
地
に
お
い
て
献
血
運
動
を

実
施
し
た
。

隊
員
の
協
力
に
よ
り
、
四

十
六
名
の
成
果
を
あ
げ
る
こ

と
が
出
来
た
。

次
回
は
九
月
二
十
日
、
駐

屯
地
厚
生
セ
ン
タ
ー
前
に
お

い
て
実
施
を
予
定
し
て
い
る
。

引
き
続
き
、
隊
員
の
協
力
を

お
願
い
す
る
。

四
月
一
日
付
、
再
任
用
自

衛
官
一
名
（
松
浦
士
長
）
、

新
規
採
用
技
官
一
名
（
牛
久

保
技
官
）
、
六
月
一
日
付
、

新
規
採
用
技
官
一
名
（
小
池

技
官
）
、
七
月
一
日
付
、
新

規
採
用
技
官
一
名
（
岩
本
技

官
）
計
四
名
の
隊
員
等
が
新

戦
力
と
し
て
古
河
駐
屯
地
に

配
置
さ
れ
た
。

第３３７高射中隊
松浦士長

古河駐屯地業務隊
小池技官

古河駐屯地業務隊
岩本技官



四
月
二
十
三
日
、
大
規
模
震

災
発
生
を
想
定
し
た
即
応
実
動

訓
練
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

六
月
十
九
日
か
ら
二
十
二
日
の

間
、
30
Ｊ
Ｘ
Ｒ
に
参
加
し
た
。

即
応
実
動
訓
練
で
は
非
常
呼

集
に
よ
る
緊
急
登
庁
、
指
揮
所

開
設
か
ら
、
部
隊
の
派
遣
及
び

緊
急
登
庁
等
に
伴
う
各
種
支
援

等
を
実
施
。
こ
の
際
、
第
一
〇

一
施
設
器
材
隊
と
の
連
携
・
協

同
訓
練
を
実
施
し
、
駐
屯
地
所

在
部
隊
と
の
連
携
要
領
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
30
Ｊ
Ｘ
Ｒ
で
は
方
面

隊
の
訓
練
に
参
加
す
る
と
と
も

に
自
隊
で
の
訓
練
を
実
施
、
震

災
対
処
計
画
の
実
効
性
を
確
認

す
る
と
と
も
に
震
災
対
処
能
力

の
向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

隊
は
今
後
も
訓
練
・
検
証
を

重
ね
大
規
模
震
災
に
お
け
る
実

効
性
を
高
め
て
い
く
。

六
月
十
一
日
か
ら
十
三

日
ま
で
の
間
、
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ

訓
練
を
実
施
し
た
。

課
目
は
、
分
隊
長
訓
練
、

ラ
イ
ナ
ー
プ
レ
ー
ト
を
使

用
し
た
警
戒
施
設
（
監
視

用
掩
体
）
の
構
築
、
通
信
、

車
両
の
偽
装
、
整
備
所
天

幕
の
構
築
要
領
、
Ｓ
Ｏ
Ｐ

教
育
等
に
つ
い
て
演
練
し

た
。
本
訓
練
に
分
隊
長
と

し
て
参
加
し
た
隊
員
は
、

命
令
下
達
、
作
業
指
示
に

よ
る
実
員
指
揮
・
統
制
の

難
し
さ
を
実
感
し
、
分
隊

員
は
そ
れ
ぞ
れ
敵
を
意
識

し
た
行
動
等
、
戦
闘
基
礎

動
作
に
つ
い
て
再
認
識
す

る
な
ど
実
り
あ
る
訓
練
と

な
っ
た
。

（３） 平成３ ０年７月１ ０日

隊長からの説明集合写真

追送部品等の確認作業

合同調整所における
支援活動

五
月
九
日
か
ら
十
九
日
ま
で
の
間
、
平
成
三
十
年
度

春
季
東
・
北
富
士
演
習
場
定
期
整
備
支
援
を
実
施
し
た
。

支
援
期
間
中
、
部
隊
か
ら
の
要
求
に
基
づ
き
、
計
七

回
の
部
品
補
給
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
野
整
備
部
隊

に
対
す
る
技
術
援
助
を
実
施
し
て
、
施
設
器
材
の
可
動

率
向
上
に
寄
与
し
た
。

ま
た
、
本
定
期
整
備
支
援
の
場
を
活
用
し
、
前
方
兵

站
支
援
を
想
定
し
た
指
揮
所
の
開
設
・
運
営
に
つ
い
て

演
練
す
る
と
と
も
に
、
野
整
備
部
隊
に
陸
士
を
派
遣
し
、

野
外
に
お
け
る
整
備
能
力
及
び
戦
闘
基
礎
動
作
の
練
度

向
上
を
図
っ
た
。

銘板の贈呈時に
記念撮影

四
月
十
八
日
、
来
訪
さ

れ
た
補
給
統
制
本
部
施
設

部
長

大
久
保
一
佐
へ
完

成
し
た
銘
板
の
贈
呈
を
行

っ
た
。

鋳
造
は
、
細
か
い
手
作

業
に
よ
る
砂
型
の
製
作
や
、

液
体
に
し
た
材
料
（
湯
）

を
型
へ
流
し
込
む
際
の
湯

温
管
理
な
ど
高
い
技
術
力

と
経
験
を
要
す
る
た
め
、

製
作
で
き
る
技
術
者
が
限

ら
れ
て
い
る
。

製
作
を
担
当
し
た
工
作

工
場
の
隊
員
は
、
今
回
の

製
作
過
程
に
お
い
て
、
鋳

造
製
作
技
術
の
継
承
を
見

据
え
た
後
継
者
育
成
と
と

も
に
、
技
術
の
練
磨
、
技

能
の
向
上
を
図
っ
た
。

監視用掩体の構築

１
四
半
期
駐
屯
地
施
設
の
整

備
と
し
て
、
四
月
に
一
号
庁
舎

三
階
Ｄ
Ｓ
保
全
室
雨
漏
補
修
等

九
件
、
五
月
に
食
堂
壁
穴
あ
き

補
修
、
隊
舎
壁
ク
ロ
ス
補
修
等

十
六
件
、
六
月
に
一
号
庁
舎
女

性
施
設
改
修
、
厨
房
床
補
修
等

二
十
七
件
、
計
五
十
二
件
の
整

備
を
実
施
し
勤
務
・
生
活
環
境

の
不
断
の
改
善
を
図
っ
た
。
特

に
一
号
庁
舎
女
性
施
設
の
改
修

は
男
性
用
ト
イ
レ
を
女
性
用
ト

イ
レ
に
改
修
す
る
と
と
も
に
、

倉
庫
部
分
を
女
子
更
衣
室
に
改

修
し
、
女
性
活
躍
推
進
の
為
の

基
盤
整
備
を
図
っ
た
。

ま
た
、
五
月
二
十
九
日
、
部

外
車
両
の
衝
突
に
よ
っ
て
生
じ

た
駐
屯
地
外
柵
の
破
損
部
分
を

応
急
復
旧
し
駐
屯
地
の
警
備
・

保
守
を
図
っ
た
。

即応実動訓練（指揮所活動）30JXR（非常用糧食配付）外柵応急復旧作業 １号庁舎雨漏補修作業

五
月
十
二
日
、
清
々
し

い
陽
気
の
中
、
隊
員
家
族

と
の
連
携
強
化
及
び
隊
員

の
士
気
高
揚
を
目
的
と
し

て
、
古
河
駐
屯
地
よ
り
、

隊
員
家
族
及
び
器
材
隊
Ｏ

Ｂ
会
の
方
々
が
、
静
岡
県

滝
ヶ
原
廠
舎
地
区
に
お
い

て
、
廠
舎
及
び
第
二
ア
ン

ダ
ー
パ
ス
コ
ン
ク
リ
ー
ト

舗
装
工
事
現
地
見
学
を
実

施
し
た
。

当
初
、
隊
長
よ
り
器
材

隊
指
揮
所
勤
務
の
様
子
や

廠
舎
地
区
で
の
隊
員
達
の

生
活
が
紹
介
さ
れ
た
。

な
お
、
現
地
見
学
で
は
、

日
頃
、
目
に
す
る
事
の
少

な
い
隊
員
の
勇
姿
に
、
家

族
か
ら
感
動
の
声
が
あ
が

り
、
隊
員
の
士
気
が
高
ま

っ
た
。

七
月
二
日
か
ら
五
日
ま

で
の
間
、
相
馬
原
演
習
場

に
お
い
て
、
隊
射
撃
・
爆

破
訓
練
を
実
施
し
た
。

射
撃
に
お
い
て
は
、
部

隊
が
保
有
す
る
、
84
ミ
リ

無
反
動
砲
、
Ｌ
Ａ
Ｍ
及
び

重
機
関
銃
射
撃
を
実
施
し
、

各
射
撃
に
お
い
て
、
「
全

弾
必
中
」
の
精
神
で
射
撃

に
挑
み
、
見
事
目
標
に
命

中
さ
せ
た
。

爆
破
で
は
、
72
式
対
戦

車
地
雷
の
誘
爆
を
行
い
、

基
本
基
礎
動
作
を
厳
格
に

実
施
し
、
無
事
地
雷
を
誘

爆
さ
せ
る
事
が
出
来
た
。

本
訓
練
を
通
じ
て
、
器

材
隊
長
が
重
視
し
て
い
る
、

射
撃
及
び
爆
破
能
力
向
上

に
繋
げ
、
無
事
、
隊
射
撃

及
び
爆
破
訓
練
を
終
え
た
。

ＨＭＧ射撃 無反動砲射撃



五
月
九
日
か
ら
十
九

日
ま
で
の
間
、
定
期
演

習
場
整
備
会
計
同
行
支

援
班
と
し
て
、
福
永
三

尉
、
青
木
二
曹
、
灰
野

三
曹
が
参
加
し
、
整
備

隊
に
必
要
な
借
上
器
材

に
係
わ
る
調
整
、
糧
食

品
現
地
調
達
及
び
緊
急

調
達
対
応
等
を
実
施
し

た
。第

一
施
設
団
長
よ
り
、

優
秀
隊
員
と
し
て
灰
野

三
曹
が
表
彰
を
受
け
た
。

五
月
七
日
か
ら
十
九
日
ま

で
の
間
、
春
季
東
・
北
富
士

演
習
場
定
期
整
備
に
参
加
し

野
整
備
支
援
を
実
施
し
、
本

演
習
場
定
期
整
備
の
円
滑
な

実
施
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、

本
期
間
を
部
隊
練
成
の
場
と

し
て
最
大
限
活
用
し
、
野
外

整
備
能
力
の
向
上
を
図
っ
た
。

な
お
、
期
間
を
通
じ
関
東

補
給
処
古
河
支
処
の
隊
員
二

名
を
受
け
入
れ
、
野
整
備
部

隊
に
対
す
る
理
解
促
進
を

図
っ
た
。

行進

（４） 平成３ ０年 ７月 １ ０日

指揮所

集合写真部隊と隊員家族の交流

優秀隊員 灰野３曹

、

油圧ショベル故障整備

六
月
五
日
か
ら
七
日

ま
で
の
間
、
二
夜
三
日

に
わ
た
り
第
一
直
接
支

援
隊
（
松
本
）
に
対
す

る
訓
練
検
閲
を
実
施
し

た
。受

閲
部
隊
は
期
間
を

通
じ
、
部
隊
一
丸
と
な

っ
て
野
整
備
に
ま
い
進

し
、
第
三
〇
七
施
設
隊

の
任
務
完
遂
に
貢
献
し

た
。

２/1ｔトラック回収

四
月
十
日
か
ら
二
十

四
日
ま
で
の
間
、
第
一

期
東
富
士
演
習
場
応
急

復
旧
整
備
が
実
施
さ
れ
、

中
隊
は
第
一
施
設
団
作

業
隊
を
担
任
し
、
富
士

教
導
団
を
支
援
し
た
。

演
習
場
内
の
機
動
路

及
び
流
路
工
内
の
土
砂

等
を
排
除
し
、
演
習
場

機
能
の
早
期
回
復
に
寄

与
し
た
。

ダンプを駆使し土砂等を排除

五
月
八
日
か
ら
十
九
日
ま

で
の
間
、
春
季
東
富
士
演
習

場
定
期
整
備
に
参
加
し
た
。

整
備
の
場
を
活
用
し
、
ダ
ン

プ
ト
ラ
ッ
ク
及
び
施
設
器
材

の
操
作
能
力
の
向
上
に
努
め

た
。
ま
た
、
第
二
戦
闘
射
場

の
迂
回
路
工
事
を
担
任
し
、

測
量
か
ら
運
土
、
器
材
の
す

べ
て
を
中
隊
で
実
施
し
、
ダ

ン
プ
中
隊
の
施
設
能
力
の
高

さ
を
示
し
た
。

第２戦闘射場迂回路構築

四
月
十
八
日
か
ら
二
十
日

ま
で
の
間
、
三
井
化
学
東
セ

ロ
株
式
会
社
及
び
日
本
パ
リ

ソ
ン
株
式
会
社
に
対
し
て
生

活
体
験
支
援
を
実
施
し
た
。

体
験
内
容
は
、
自
衛
官
の

基
礎
で
あ
る
基
本
教
練
に
始

ま
り
、
高
射
中
隊
の
装
備
研

修
、
格
闘
や
行
進
等
を
実
施

し
た
。
中
で
も
基
本
教
練
に

お
い
て
は
、
右
も
左
も
分
か

ら
な
い
状
態
か
ら
号
令
に
応

じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
最
後

に
は
分
隊
を
指
揮
で
き
る
ま

で
と
な
っ
た
。
ま
た
、
本
体

験
最
後
の
課
題
で
あ
る
行
進

に
お
い
て
も
一
人
の
脱
落
者

を
出
す
事
無
く
完
歩
し
た
。

無
事
教
育
を
終
了
し
た
彼

ら
の
表
情
は
当
初
と
比
べ
勇

ま
し
く
な
っ
て
い
た
。
こ
の

教
育
の
中
で
得
た
教
訓
が
今

後
の
仕
事
や
生
活
の
一
助
と

な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

六
月
十
五
日
、
古
河

駐
屯
地
周
辺
に
お
い
て

ク
リ
ー
ン
作
戦
を
実
施

し
た
。

雨
が
降
る
中
で
あ
っ

た
が
隊
員
達
は
二
組
に

分
か
れ
、
道
路
沿
い
な

ど
の
ご
み
を
く
ま
な
く

回
収
し
た
。

成
果
は
、
燃
え
る
ご

み
を
二
袋
、
資
源
ご
み

を
一
袋
集
め
、
勤
務
環

境
周
辺
の
環
境
美
化
に

貢
献
し
た
。

サンドイッチ教室

クリーン作戦

六
月
二
十
四
日
、
五
才
か

ら
十
二
才
の
親
子
を
対
象
と

し
た
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
教
室
を

山
崎
製
パ
ン
株
式
会
社
協
力

の
も
と
開
催
し
た
。

六
家
族
二
十
四
名
が
参
加

し
、
親
子
一
緒
に
作
る
サ
ン

ド
イ
ッ
チ
を
楽
し
く
作
り
、

お
い
し
そ
う
に
ほ
お
ば
っ
て

食
べ
て
い
た
。

イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
親
子

交
流
及
び
部
隊
の
垣
根
を
越

え
た
参
加
者
間
の
交
流
が
図

れ
た
。

教官の指導の下練成する隊員

六
月
三
日
に
行
わ
れ
た

駐
屯
地
記
念
行
事
に
お
い

て
古
河
派
遣
隊
は
電
話
構

成
班
と
し
て
支
援
に
あ
た

り
、
警
備
等
に
必
要
と
な

る
回
線
を
構
成
し
た
。

記
念
行
事
当
日
は
天
候

に
も
恵
ま
れ
、
隊
員
家
族

も
多
数
来
訪
、
部
隊
と
隊

員
家
族
、
隊
員
家
族
間
で

の
交
流
を
更
に
深
め
る
こ

と
が
出
来
た
。

六
月
二
十
五
日
及
び
二

十
六
日
に
実
施
さ
れ
る
中

隊
格
闘
検
定
の
練
成
の
た

め
同
月
二
十
日
、
格
闘
指

導
官
で
あ
る
同
中
隊
習
志

野
派
遣
隊
長
の
工
藤
三
尉

が
来
隊
、
検
定
合
格
を
目

指
す
派
遣
隊
一
同
に
対
し
、

指
導
が
行
わ
れ
た
。

午
前
中
は
第
一
課
題
、

午
後
か
ら
は
対
象
者
に
対

し
第
二
課
題
を
実
施
時
の

要
点
を
示
し
な
が
ら
展
示
、

練
成
が
行
わ
れ
た
。

東
部
方
面
会
計
隊
隷
下
と

し
て
30
Ｊ
Ｘ
Ｒ
に
参
加
し
、

緊
急
登
頂
訓
練
を
実
施
し
た
、

発
災
後
は
指
揮
所
の
開
設
、

指
揮
幕
僚
活
動
の
演
練
を
行

う
と
と
も
に
方
面
会
計
隊
の

Ｖ
Ｔ
Ｃ
を
用
い
た
作
戦
会
議

に
参
加
し
た
。
又
、
当
会
計

隊
か
ら
は
下
総
航
空
基
地
で

行
わ
れ
た
兵
站
開
設
実
働
訓

練
に
二
名
参
加
し
た
。

蓋
然
性
の
高
い
災
害
の
実

想
を
認
識
し
、
対
処
計
画
の

検
証
に
よ
り
支
援
体
制
の
確

立
を
資
す
る
こ
と
が
で
き
た
。


